
◆特定健診の検査項目
　日本人の死因上位は「がん」、「心臓病」、「脳卒中」などの生活習慣病です。
　病気の早期発見・早期治療のためにも毎年の健診結果を確認しましょう。

　基本的な検査項目
既 往 歴・ 自 覚 症 状・ 服 薬 歴・ 喫 煙 歴 健康状態の確認

身 体 計 測 身長・体重・腹囲・BMI 内臓脂肪の蓄積状況

血 圧 測 定 収縮期血圧・拡張期血圧 心臓病や脳卒中のリスク

脂 質 検 査 中性脂肪・HDL コレステロール・
LDL コレステロール

脂質異常症、肝臓病、
糖尿病、動脈硬化等のリスク肝機能検査 AST（GOT）・ALT（GPT）・

γ-GT（γ-GTP）

血 糖 検 査 空腹時血糖・随時血糖・HbA1c
　※いずれかの実施

尿 検 査 尿蛋白・尿糖 腎臓病・糖尿病のリスク

◆特定健診・特定保健指導の実施率が高いと皆さまの家計にメリットが！？
　共済組合を含む医療保険者は、75 歳以上の方を対象とした後期高齢者医療制度に対して、後期高齢者支援金 

（以下「支援金」という。）を納付しており、昨年度は約 19 億円を超える支援金を納付しています。
　特定健診・特定保健指導の実施率（※）が高く、各種保健事業等が効果的に実施できている医療保険者は、 
この支援金が減額され、財源率（掛金・負担金）が引き下げられることで、組合員の皆さまの家計にもメリット
があります。
　※実施率が低く、その他一定の基準を満たさないとペナルティとして支援金が増額されます。

　共済組合では、現在服用中の医薬品をジェネリック医薬品へ切り替えた場合の軽減負担額等を「ジェネリック
差額通知書」にてお知らせしています。
　令和４年度から、発行月を年１回（７月）、対象期間を前年度１年間に変更しています。自己負担額の軽減に
もなりますので、この機会にジェネリック医薬品を利用してみてはいかがでしょうか？

ジェネリック医薬品とは……？
　医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）の２種類が
あります。新たに開発された新薬は、一定期間、独占的に製造・販売ができるように特許により守られ
ています。この特許期間が切れた後に、新薬と同じ有効成分・効用で作られる後発薬がジェネリック医
薬品です。

どんなことが
わかるの？

ジェネリック医薬品を利用しましょう
～医療費負担を軽減できます～
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